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論 文 内 容 の 要 旨

Sr89･90 は C a と同様の代謝をなし, 生体内に入ればその大部分が骨内に長期にわたり沈着 して, 3 崩;

壊 し造血臓器障碍, 肉腫形成等を惹起するため核分裂生成物の中で最 も危険なものの一つとされている｡

著者は, 動物を用いて Sr89･9O の体内分布に及ぼす食餌, 年 含および化学物質の影響を, 生化学的に,

また, radioautography を用いて倹 し, さらに, dye bath m ethod を用いてSrS) ･90 の骨沈着磯 藩お

よび排湛促進剤 としての各種化学物質の作用機序について検 した｡

(第 1編) Sr89･帥 の動物体内の分布および年令と食餌の影響について :

(本実験に用いた Sr89･90液の Sr90 含量は僅かである)

生後 3 カ月雄性白鼠に Sr89･90 を皮下投与 15 日後の体内分布は, 投与量に対 し, 尿中排湛量, 糞陵中

排推量, 骨沈着量はそれぞれ 10.12±1.49% , 19.39±1.99% , 62.11±4.95% で, 他の諸臓器沈着量は

はなはだ僅少である｡

生後40日, 3 カ月および 7 カ月の雄性白鼠, および白米食, 高 C d 食を用いて年令および食餌が Sr89･907

の尿, 糞陸中排湛量および骨沈着量に及ぼす影響を倹 しだが, 高年令ほど, また, 高 C a 食餌ほど, 尿,

糞便中排壮量が増加 して骨沈着量が減少し, また, その排推量増加は主 として尿中において行なわれるの

を認めた｡

(弟2痛) Sr89･90 の体内分布に及ぼす化学物質の影響について :

(本実験に用いた Sr89･90 液はSr90 量が多 く, Sr89･90- Y 90 の混合液である)

Sr89･90- Y 90 を生後 3 カ月の雄性白鼠に皮下投与 して, 体内分布に及ぼすE･D.T .A .4N a,E･D･T･A ｡

C a, 杓燐酸 ソーダ, 杓磯襲ジルコン, 塩化カルシウム, BAL, 上皮小体ホルモン剤 カケルビンの影響を

検 したo Sr89･90- Y 90 と同時注射にては, E .D .T .A .4N a, E ･D ･T ･A ･C a, 杓僻薯 ソ- ダ, 杓赫敦ジル

コンでは, 対照に比 し, 尿中排推量の増加および骨沈着量の減少に有意の差が認められたが, 塩化カルシ

ウム, BAL, カケルビンでは認められなかった｡ また, SrS9･90- Y 90 投与 4 日後注射にては, E･D･T･A
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4N a, E .D .T .A .C a, 杓嚇酸 ソーダ, 杓磯酸ジルコンでは, 投与後 24時間の尿ヰ排推量増加が認められ,

殊 に杓梅酸ジルコンでの増量が故著であった.

(第 3 編) 骨組織 と Sr8 9 の in vitro における結合について :

in vitro における Sr8 9 の骨結合状態ならびに Sr8 9 の骨沈着に対する1 記化学物質の作用機序を, 海

1) Sr8 9 を含む生理的食塩水ま7二は コ/ 5 M H ) ス緩衝液 (pH 7.24) 中 の incubation にて, 骨組織

は著明に Sr8 9 と結合 し, その結合速度は, incubation 4時間後までは -- つの指数函数にし了子がってお

ら, その結合速度は高温ほど大で, 吸熱反応 と考えられる｡

2) Sr8 9 の骨組沈織着機構は, Ca の場合と同じく, まず, 骨組織の有機分割に結合 し, ついで, 鉱質

分割に移行 してゆ くことが考えられる｡

3) Sr8 壬) の排他促進剤 としての1 記化学物質の作用機序は

i) Sr8 9 と chelate com pound を作成 して遊離 Sr8 9 の濃度を減少させること～

ii) 骨組織の有機分割における com petition または ion exchange 反応によること｡

･の2 要因が, 重要なものと考えられる｡

また, Sr8 0 ･9 0 が体内に入った場合, 骨の鉱質分割に結合する前に抑J､ては, chelate com pound 作成

あるいは com petition または ion exchange 反応等により, Sr8 9 ･9 0 の排浬を促進せ しめ得るが, 鉱質

分別に結合 した後における除去は困雅であることが考えられる｡

(麓4 編) 骨の部位による Sr8 9 19 0 の分布状態について:

生化学的に, また, radioautography を用いて検 したが, Sr8 9 ･9 0 の骨沈着様式が, 動物の年令により

異なっている｡ すなわち, Sr8 9 ･9 0 は, まず骨の active bone grow th の bone salt の部分に沈着する

が, つぎに, 血流に再吸収 きれて, 再び骨に二次的沈着をし, また, non･radioactive な骨新生によって

Sr8 9 ･DO の沈着場所および濃度は移動するものであり, その度は若年ほどいちじるしいO また, このこと

か ら, 年令により Sr8 9 ･9町 こよる障碍症の発現様式の異なってくることが考えられる.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

核爆発実験によって生ずる分裂生産物による汚染は, 生命に多大の脅威を与える｡ それらの中, 放射性

ス トロンチウムSr8 9 ･9 0 は, とくに人体に放射能障害を与えるものである｡ この研究は, Sr8 9 ･9 0 の生体

ノ内分布の状況, 体内沈着の年令的差異およびとくに Sr8 9 ･90 が多 く分布する骨組紗については, その沈着

の機序等を究明 した｡ また, 高 カルシウム食餌が Sr8 9 ･9 0 の骨沈着を防御軽減 し得ることを明らかにし,

かつ, 一旦骨に沈着 した Sr8 9 ･9 0 の排浬を促進する二種類の方法, すなわち, キレ一再ヒ合物の形成なら

びにイオン交換による排他促進物質の選択および使用法に関 しての新知見を加えた｡

このように, 本研究は, 学術的に も, 予防治療上にも貢献するところが少なくない｡ したがって, 本論

文は医学博士の学位論文 として価値あるものと認定する｡
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